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バ
レ
ト
氏
を
憶
ふ

松

f，ijj 

孝

見

嚢
に
、
経
済
事
及
び
吐
曾
与
の
香
宿
グ
イ
U
Y

ブ
レ
ド
・

バ
V

ト

5
5
0
ι
0
]何
百
円
。
氏
の
計
は
、

wr
ゲ
「
!
・
デ

一
四
凶
)

コ
ノ
ミ
ィ
・
ポ
リ
テ
ィ
ッ

F
誌
に
よ
h
て
侍
へ
ら
れ
た

が
、
一
奥
に
タ
オ

Y
ナ

1
v
・J
7
7
・
エ
ヨ
ノ
ミ
λ

ア
ィ
誌

は
特
に
パ
V

ト
記
念
放
を
後
苅
し
彼
が
成
し
た
業
績
を

ば
或
は
組
連
L
或
U
批
評
L
て
ゐ
る
、
惟
ふ
に
、
羅
旬

経
済
事
界
は
近
年
漸
く
落
莫
の
戚
な
き
能
は
ざ

b
し

が
、
今
ま
だ
更
に
此
の

E
星
の
地
に
鴎
つ
る
の
に
接
せ

じ
こ
さ
は
誠
に
痛
惜
に
堪

~
F
る
ご
-
』
み
で
あ
る
。

彼
札
は
一
入
四
八
年
七
月
十
五
日
に
巴
里
で
生
れ

た
。
一
人
四
入
年
ご
い
ふ
さ
丁
度
彼
の
二
月
革
命
古
い

ふ
一
投
石
に
よ
っ
て
惹
き
超
3
れ
た
巴
里
市
民
の
熱
狂

的
一
波
が
、
互
に
高
波
を
呼
ん
で
其
影
響
は
遠
く
全
欧

洲
に
及
ん
だ
年
で
ゐ
る
。
彼
れ
の
家
即
も
バ
レ
ト
家
は

♂
エ
ノ
ア

ω
名
門
で
ゐ
る
o

そ
し
て
共
家
か
ら
は
代
々

幾
多

ω高
材
逸
足
を
出
し
花
、
ご
こ
ん
が
彼
れ
の
父
ラ

プ
ア
A
V
-
-
ハ
V

ト
の
代
に
至

b
、
彼
の
革
命
家
?
ヴ
ジ

ニ
富
山
N
N
一
口
一
を
助
り
た
ご
い
ふ
こ

Z
か
ら
、
遂
に
悶
王

カ

Y

ロ
・
ア

Y
イ

F

ト
の
男
-
。
〉

-Z円
吉
の
遁
ム
ご
こ
ろ

ご
な
り
、
二
十
四
歳
に
し
て
早
〈
も
故
困
を
去
っ
て
巴

里
に
来
h
一
技
師

Z
L
て
身
を
立
て
、
業
後

J
・

9
1
・

j
-プ
ニ
エ

1
冨
官
庁
宮
内
丹
市

B
E
t
h
-
ム
仰
蘭
西
婦
人
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芭
婚
し
、
か
く
て
泉
げ
た
の
が
即
も
グ
ィ
Y

フ
V

ド
・
パ

v
ト
氏
で
ゐ
る
o
嘗
時
父
は
三
十
六
歳
、
母
は
三
十
二

歳
で
あ
っ
た
。

彼
れ
は
、
英
の
幼
年
時
代
を
巴
里
で
還
っ
た
が
、
後
、

父
が
其
の
才
能
eT
認
め
ら
れ
て
本
因
に
召
還
せ
ら
る
、

に
及
び
父
に
従
っ
て
ト

p
ノ
叶
。

z
g
に
行
量
、
そ
.
こ』

で

HEロω邑巴岳円
EEロ己汁吉。仲
R。
B目
rnE。
に
入
hh，ノ一i、莫に匂口巳罫?守」、

山宮同肯内
2のEロE戸百の
2。
を
卒
業
し
花
、
業
の

F
5
E
の
論
文
は
「
閏
健

の
弼
力
性
理
論
に
闘
す
る
基
本
的
原
理
及
び
其
の
卒
均

を
決
定
す
る
微
分
方
程
式
の
積
分
に
関
す
る
研
究
〕
古

題
す
る
五
十
三
頁
よ
り
成
る
も
の
で
あ
っ
た
。
卒
業
の

際
、
彼
れ
は
首
席
で
あ
っ
た
が
、
彼
れ
の
家
は
其
嘗
時

有
掘
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
大
事
講
師

2
2
2
3
の
交

渉
を
断
っ
て
餓
遁
技
師
ピ
な
っ
た
。
古
ご
ろ
が
、
彼
れ

は
こ
の
銭
道
技
師
の
生
活
か
ら
あ
る
銀
行
古
関
係
を
生

守
る
に
至
っ
た
が
、
こ
の
事
に
よ
h
一
見
に
其
の
銀
行
の

管
理
し
て
居
る
製
鍛
工
場
の
経
俸
に
嘗
る
や
う
に
な

h
、
か
〈
て
彼
れ
は
究
第
々
々
に
経
済
率
上
の
諸
問
題

に
入
り
こ
む
に
至
っ
た
。
彼
れ
が
フ
ィ
レ
V
ヅ

Z
E岡市ロー

ヨ
に
居
っ
た
頃
、
ア
ダ
ム
ス
ミ
ス
協
曾
を
組
織
し
て
、

雑

錯

パ
レ
ト
民
を
憶
ふ

嘗
時
濁
逸
講
壇
赴
曾
主
義
の
影
響
を
受
げ
て
行
っ
た
伊

太
利
政
府
の
餓
遊
園
替
、
織
措
温
賃
率
に
関
す
る
改
正
が

一
保
護
的
色
彩
濃
厚
な
る
の
故
を
以
て
、
猛
烈
に
之
に
反

一
封
じ
た
事
は
、
特
に
朝
野
の
耳
目
を
惹
り
る
も
の
で
あ

一
っ
た
。

一
一
八
九
一
年
に
至
h
、
彼
れ
は
技
師
の
職
を
拠
も
専

一
ら
経
済
及
び
一
肱
舎
問
題
の
研
究
に
波
頭
す
る
に
至
っ
た

一
一
炉
、
彼
れ
が
ヲ
Y
ラ
λ

者
毎
日
教
授
の
経
務
事
詩
座
の

一
後
継
者
古

Lτ
瑞
西
ロ

1
ザ
y
ヌ

E
Z
E
2
5
大
亭
の

一
招
抽
帽
を
受
り
た
の
は
丁
度
此
の
頃
で
あ
る
。
か
〈

τ
一

八
九
三
年
に
員
外
教
授
司
g
p
E
E
H
O
M
E
o己凶器一円。

に
、
翌
年
正
数
授
司
宮
町
内
旬
開
号
。
丘
町

E
一
日
に
任
喰
ら
れ
、

後
真
に
経
済
曲
学
の
外
に
枇
曾
由
宇
の
講
義
を
も
措
賞
し

た
。
彼
れ
は
、
其
の
間
孜
L

押
さ
し
て
後
準
の
誘
披
に
努

め
、
後
年
心
臓
病
の
た
め
講
壇
を
退
き
病
を

V

マ

Y

Z
E
Z
湖
昨
セ

p
-
7
l
n企
庁
々
に
養
ふ
に
至
っ
て
も

依
然
除
る
こ
芭
な
か
っ
た
が
、
遂
に
一
九
二
三
年
八
月

十
九
日
セ

9
-
7
l
の
ア
V
-
2
-
一
フ
別
邸
に
於
て
永
眠
せ
ら

れ
花
。
行
年
数
へ
年
で
七
十
六
歳
で
あ
る
。
ア
毛
ロ
!

.
ソ
〉
目
。

B
Nミ
ポ
u
y
d
H

ヅ

ト

回

O
『
町
民
宮
、

バ
ロ

I
ヰ
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雑

銑

パ
レ
ト
氏
を
協
ふ

F
Bロ
ヘ
氏
等
は
、
パ
V

ト
門
下
の
逸
足
Z
い
は
れ
て

ゐ
る
。

-一

彼
れ
は
、
初
め
、
其
の
筆
を
執
る
や
頗
る
多
方
面
で

あ
h
、
共
の
載
す
る
芭
こ
ろ
も
亦
伊
備
笑
踊
仰
の
各
雑
誌

に
及
ん
だ
が
、
後
に
は
問
題
も
経
済
に
閲
す
る
も
の
が

多
〈
な
り
、
而
か
も
其
の
多
〈
は
ジ
オ
Y
ナ

1
v
・デ

9
・
エ
コ
ノ
ミ
旦
ア
ィ
誌
上
に
畿
表
せ
ら
れ
た
。
そ
し
て

其
の
勢
作
も
一
凡
九
三
年
に
同
E
Z
E日
を
出
し
E

以
来
、
逐
突
の
。
耳
切
円
郎
内
。
吉
田
向
。
-u
。口
H
S
E
m
-
F
g
ω
3
・

E
E
g
g
n
U
F件。
PEω
一
ロ
ロ
巳
円
品
。
。
ロ
。
自
山
内
田
Uo-町民
ρ
E
壁苛

の
名
著
め
ら
は
れ
、
真
に
、
一
九
一
二
年
に
は
点
目
ω

号岡崎
E
N
Z
Z
ι
n
-
z
p日
R
E
N
U
を
会
に
し
た
、
倫
此

外

ν
オ
ン
・
セ
イ
及
V

ャ
イ
エ
イ
ペ

1

F

F品
。
ロ
印
有
止

の
『
札
口
々
回
耳
の
経
済
曲
学
齢
典
や
巴
E
E
F
2
5
5一‘

2
E
m
-
-
o
な
H

と
に
も
執
筆
し
、
英
の
一
生
を
通
算
す
る
時

は
賓
に
百
数
十
篇
の
多
き
に
及
ん
で
ゐ
る
。
晩
年
に
は

新
聞
殊
仁
V

A

ト
・
デ

y
・ヵ

y
y
ノ
回
目
E
品。

-
P
?

日
目
ロ
。
紙
上
に
盛
ん
に
筆
を
執
っ
た
。
困
仁
、
彼
れ
は
フ
ア

ジ
月
チ
固
の
一
員
で
あ

h
、
日
「
円
。
口
出
。
--E

ム
ッ

y
p
昌

第
十
凡
巻

(
A
F
山ハ貌

一
四
六
)
一
一
六
ニ

氏
の
悠
滋
に
よ
っ
て
軍
備
縮
少
委
員
舎
に
も
活
動
し

た
。
彼
れ
は
一
吐
曾
叩
品
干
の
方
面
じ
於
て
も
諮
詣
深
〈
、

叶
岡
山
門
広
仕
切
O
O
F
-
a
r
m合
mE-o
を
始
め
多
〈
の
妙
作

が
あ
っ
て
斯
界
に
重
き
を
成
し
て
居
る
。

以
上
逃
ペ
し
如
〈
、
彼
れ
は
、
其
の
二
十
年
ご
い
ふ

長
い
質
業
生
活
に
於
て
あ
ら
ゆ
る
質
際
上
の
経
済
問
題

に
閲
す
る
経
験
を
ば
嘗
め
来
り
、
然
る
後
、

?
l
ず
ン

且
に
入
h
て
其
の
理
論
経
済
問
宇
を
成
す
に
至
っ
た
の
で

あ
っ
て
、
ま
こ
芭
に

F
カ
ア

F
E
E
E。
が
十
三
年
の

商
人
生
活
の
経
験
か
ら
抽
象
し
て
彼
れ
の
経
済
事
理
論

を
打
も
た
て
、
殊
に
其
の
純
粋
抽
象
方
法
が
世
人
を
し

て
異
常
の
注
意
を
喚
起
セ
し
め
た
己
、
相
似
，
允
る
所
が

少
〈
な
い
。
血
宇
設
Z
環
境
、
此
等
二
者
の
相
閥
的
関
係

り
好
適
例
ご
し
て
、
歴
史
は
長
〈
彼
の
9
カ
ア
ド
に
於

け
る
が
加
(
吾
が
ロ
ハ
V

ト
に
就
い
て
語
る
で
あ
ら
う
。

彼
れ
は
ま
た

h
y
1
F
ノ
l
n
E
E。件、

y

y
ラ

ユ

巧
与
宮
、
ヂ
Z

グ
オ
ン
ス
』

2
0
5
且
ッ
ヂ
ク
ォ

I
A

E
m
2
2
F
フ
イ
ツ

U
1
1
出
任
命
円
等
Z
共
に
数
率
的

研
究
方
法
を
経
務
事
に
膝
用
す
る
の
方
面
を
開
拓
し
、

所
謂
敷
型
経
済
事
波
宮
呼
ば
れ
る
人
達
の
最
も
有
力
な



る
代
表
者
で
あ
る
が
、
其
の
数
撃
に
謝
す
る
態
度
は
会

〈
一
の
研
究
方
法
ご
し
て
之
を
用
ひ
た
る
に
止
る
、

唯
、
彼
れ
は
前
に
も
一
言
せ
る
週
b
、
徹
頭
徹
尾
貫
際

的
具
程
的
傾
向
及
び
督
率
的
傾
向
を
股
せ
ん
ご
し
て
、

只
管
に
、
抽
象
的
客
観
的
立
場
に
立
て
篭
っ
た
た
め
、

勢
ひ
数
理
的
研
究
方
法
に
よ
る
を
便
芭
す
る
場
合
併
』
多

か

ιし
め
、
助
事
は
惹
い
て
遂
に
彼
を
し
て
一
部
の
誤

解
を
招
〈
仁
歪
ら
し
め
た
も
の
で
あ
ら
う
。
這
般
の
事

情
は
彼
れ
の
の
E
百
円
斥
E
。目印
0
3
5
A
c
m
を
絡
〈

も
の
、
努
頭
に
於
む
最
も
明
か
に
観
取
L
得
る
Z
-
』ろ

で
あ
る
。
彼
れ
が
数
皐
以
外
の
研
究
方
法
の
債
値
を
十

分
認
め

τゐ
た
・
』

Z
は
勿
論
で
あ
る
。

寒
に
、
十
九
世
紀
が
生
ん
だ
此
の
優
れ
た
る
経
済
準

君
、
魁
曾
事
者
に
閲
し
て
は
倫
ほ
遁
ぷ
ぺ
き
ニ
芭
が
多

(
あ
る
が
、
し
か

L
要
す
る
に
、
芸
の
死
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
意
味
に
於
て
、
其
の
生
れ
し
閥
、
其
の
成
育
せ
し

園
、
其
活
動
せ
し
図
々
に
己
h
ノ
て
一
大
損
失
で
あ
る
ば

か
り
で
な
〈
、
ま
た
克
に
彼
れ
が
幾
多
の
権
威
あ
る
研

先
を
献
げ
し
経
済
息
子
界
批
曾
事
界
に
ご
り

τ償
ふ
イ
か

ら
芯
る
損
止
ん
で
あ
る
。

=一

前
に
叙
ペ
た
如
〈
、
彼
れ
の
著
す
ご
こ
ろ
は
頗
る
多

ν
。
議
に
は
唯
其
の
最
も
主
要
な
る
も
の
の
み
を
皐
「

る
に
止
め
る
。
其
の
詳
細
は
載
せ
て
ク
オ
片
ナ
!
と
デ

9
・
且
コ
ノ
ミ
旦
ア
ィ
誌
港
末
に
あ
る
。
就
い

τ多
照
せ

ら
れ
な
こ
ご
を
望
一
h
u
。

【

)
H
D
甘
え
z
z
o
p
b
H
K
O
P
H
M
E
含
冨
民
主

3
5町内
ω

P
芹印日
vm何
回
向
噌
E
L
H
i
白
p
n川Z
3
H川戸岡山
ω・

同
)
同
b
n
oロ
任
命
己
2
日〈
E
C
F
F
E
E
ロ
号
、
同
∞
u
a

ω

)

(

川。
z
E
与がの。ロ
OB-m
唱。]日
EACAYFhHghwロロ
0・J
『。
E
O

H
H
∞川百円叶
O
B
O
口
問
∞
UUW

ム
)
戸
田

ω
3
H
b
E
g
E
n
F
F円
gvHMmwL♂

G
o
u

国
)
冨
E
E
Z
q
b
g
E
E
E
司

C
Z
E
E
-
]百円]仰回。、同
UDa-

凸
)
冨
自
己
向
日
円
吟
o
ロ
O
B目
。
唱
。
]
民
』
号
、
司
mwユ
♂
同
唱
。
喝
、

(同
E
L
g
N目
。
ロ
向
島
巳
冨
ωロロ払
mw
ユ〈。
ι
c
E
a
釦目立由

民
μ

日=‘
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